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実践５ 学校設定科目「食品健康科学」におけるレポート指導

愛知県立知多翔洋高等学校 田村 二三代

１ はじめに

平成16年12月に公開されたPISA2003調査の結果では，生徒たちの学力が「数学的リテラシー」，「科

学的リテラシー」，「問題解決能力」については，それほど問題はないが，PISA型読解力（以下読解

力とする）については，OECD平均程度まで低下している状況であることが報告された。読解力は，「自

らの目標を達成し，自らの知識と可能性を発達させ，効果的に社会に参加するために，書かれたテキ

ストを理解し，利用し，熟考する能力」と定義されている。そして，読解力の枠組みの一つである「読

む行為のプロセス」は，①テキスト中の情報の取り出し，②情報から推論する解釈，③情報を自らの

知識・経験に関連付ける熟考・評価から成っている。そこで，本校の総合学科・８系列の一つである

「環境科学系列」の「食品健康科学」という特色ある学校設定科目を通して読解力を養うことはでき

ないかと考えた。今回，その科目選択者（３学年，47名）を対象に，食品と健康に関する様々な課題

を与え，読解力を付けさせるために，自らの目標に向かって筋道を立てて作成する「レポート」の指

導を通した授業実践を以下のように報告する。

２ レポートの構成

１学期期末考査の課題について，下記の構成でレポートを作成するように指示した。その際に，グ

ループで話し合って資料等を分担して収集し，取り上げる内容はグループで決めてもよいが，提出す

るレポートは，各自が工夫してオリジナルのレポートに仕上げると評価は高いと助言した。

(1) 調査項目

ア 目的…調査項目に対して，自分なりに目的を決める。

イ 調査内容…教科書・資料図書・インターネットなどを使って調べる。

ウ 考察…目的に対して，調査した事柄や図・グラフから理解できることをまとめ，文章化する。

エ 改善点…考察から，どうすれば改善されるのかを，例を挙げて考えをまとめる。

オ 感想…調査を通して，全体の感想を書く。

(2) 調査内容…１学期期末考査の課題（３回に分けてレポートを提出）

ア 第１回

(ｱ) 健康食品，サプリメント（栄養補助食品）とは

(ｲ) 健康食品の分類

(ｳ) 健康食品，サプリメントの利用の仕方

イ 第２回目

(ｱ) 無菌包装

・缶詰・瓶詰めの歴史 ・無菌充填（じゅうてん）の利点 ・無菌充填の今後の課題

(ｲ) レトルトパウチ食品とは

(ｳ) レトルト食品・冷凍食品の生産量や利用量の推移

(ｴ) レトルト食品に最も多く使われている包材について

(ｵ) その他の包装技術…真空包装，真空調理，脱酸素剤，乾燥剤，ガス充填置換など

ウ 第３回
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(ｱ) コピー食品の必要性について

(ｲ) 食品添加物について（使用目的など）

(ｳ) 体への安全性評価について

３ レポートの評価方法

(1) レポートの構成について

５点…①目的，②調査内容，③考察，④改善点，⑤感想の順に構成され，内容も十分である。

４点…上記①～⑤の順に構成されているが，全体的に内容が少し不足している。

３点…上記①～⑤のいずれか一つが欠けている。内容は適当である。

２点…上記①～⑤の二つ以上が欠けている。内容も不足している。

１点…上記①～⑤がかなり欠けている。内容も不十分である。

(2) 取り入れた図やグラフの活用の仕方について

５点…内容に適した図やグラフが十分に利用されている。レイアウトや色使いも素晴らしい。

４点…内容に適した図やグラフが利用されているが，少し不足している。

３点…内容に適した図やグラフがあまり利用されていない。レイアウトや色使いも不十分である。

２点…内容に適した図やグラフがほとんど利用されず，レイアウトや色使いも不十分である。

１点…全く図やグラフが利用されていない。

(3) 感想・考察の内容について

５点…考察と感想が区別して書いてあり，内容も十分である。

４点…考察と感想は書いてあるが，区別ができない。内容は適当である。

３点…感想のみで考察が全く書いていない。感想の内容は適当である。

２点…感想のみ書いてあるが，内容が不足している。

１点…考察も内容も全く書いていない。

４ 生徒が作成したレポートの例（第２回）

レポートに関する「目的」 調査内容；無菌包装（無菌充填の利点）
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調査内容；家庭用レトルトパウチ食品の開発

レトルトパウチ食品の見分け方

調査内容；レトルト食品の利用者数とレトルト食

品を利用する理由

レポートに関する「考察」 レポートに関する「改善点・感想」
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５ 食品健康科学「レポート作成」授業に関する事前（上段）・事後（下段）アンケート

以下の質問に対して，①～④のいずれかの番号を解答欄に記せ。 
①とてもそう思う（感じる） ②まあそう思う（感じる）

③あまりそう思わない（感じない） ④全くそう思わない（感じない）

質問１ 食品と健康に関することを学ぶことは好きですか。

① 21.2％ ② 66.0％ ③ 12.8％ ④ 0.0％

① 29.8% ③ 61.7% ③ 8.5％ ④ 0.0%

質問２ 食品と健康に関することを学ぶことは生活に役立つと思いますか。

① 53.2％ ② 44.7％ ③ 2.1％ ④ 0.0％

① 47.1％ ② 42.3％ ③ 10.6％ ④ 0.0％

質問３ 食品と健康に関する本や新聞記事を読むことは好きですか。

① 2.1％ ② 42.6％ ③ 44.7％ ④ 10.6％

① 6.4％ ② 44.7％ ③ 38.3％ ④ 10.6％

質問４ 作文，小論文などの文章を書くことは好きですか。

① 2.1％ ② 6.4％ ③ 46.8％ ④ 44.7％

① 2.2％ ② 10.6％ ③ 48.9％ ④ 38.3％

質問５ 筋道を立てて，結論を明確にさせて文章を書いていると思いますか。

① 0.0％ ② 14.9％ ③ 63.8％ ④ 21.2％

① 4.3％ ② 19.1％ ③ 61.7％ ④ 14.9％

質問６ 実際に調べたり，それを基に体験したりすることは好きですか。

① 17.0％ ② 53.2％ ③ 29.8％ ④ 0％

① 21.3％ ② 48.9％ ③ 29.8％ ④ 0％

質問７ 調べ学習には，インターネットをよく利用しますか。

① 78.7％ ② 17.0％ ③ 4.3％ ④ 0％

① 83.0％ ② 12.8％ ③ 4.2％ ④ 0％

質問８ 自分の疑問に思ったことに関して根拠や理由を考えることは好きですか。

① 12.8％ ② 38.3％ ③ 44.7％ ④ 4.2％

① 12.8％ ② 44.7％ ③ 40.4％ ④ 2.1％

質問９ 与えられた課題に対して設定した自分の目標に向かって，こつこつと取り組むことは好

きですか。

① 4.3％ ② 44.7％ ③ 40.4％ ④ 10.6％

① 6.5％ ② 42.5％ ③ 40.4％ ④ 10.6％

質問 10 学習したことを自分の生活に結び付けて，生かしていますか。
① 2.1％ ② 32.0％ ③ 55.3％ ④ 10.6％

① 6.4％ ② 44.7％ ③ 44.7％ ④ 4.2％

質問 11 与えられた課題のレポート作成は，グループで考えた方が効率的だと思いますか。

① 23.4％ ② 57.5％ ③ 17.0％ ④ 2.1％

① 29.8％ ② 53.2％ ③ 17.0％ ④ 0％

質問 12 与えられた課題のレポート作成は，一人で考えた方が効率的だと思いますか。

① 12.8％ ② 25.5％ ③ 51.1％ ④ 10.6％

① 17.0％ ② 38.3％ ③ 38.3％ ④ 6.4％

質問 13 レポート作成には，先生に質問し，ヒントを与えてもらうことは必要だと思いますか。

① 44.7％ ② 53.2％ ③ 2.1％ ④ 0％

① 53.2％ ② 44.8％ ③ 2.0％ ④ 0％

質問 14 レポート作成授業で，課題に対する自分なりの達成感は得られると思いますか。

① 27.7％ ② 61.7％ ③ 8.5％ ④ 2.1％

① 38.3％ ② 51.1％ ③ 10.6％ ④ 0％
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６ 評価結果 ＜平成19年度 １学期期末考査 １回分15点×３回＞

(1) 第１回

15.0点 14.5点 14.0点 13.5点 13.0点 12.5点 12.0点 11.5点 11.0点 10.5点 10点～

19.1％ 19.1％ 10.6％ 6.4％ 10.6％ 8.5％ 6.4％ 8.5％ 6.4％ 0％ 4.4％

(2) 第２回

15.0点 14.5点 14.0点 13.5点 13.0点 12.5点 12.0点 11.5点 11.0点 10.5点 10点～

63.8％ 4.3％ 8.5％ 4.3％ 0％ 2.1％ 4.3％ 4.3％ 0％ 0％ 8.4％

(3) 第３回

15.0点 14.5点 14.0点 13.5点 13.0点 12.5点 12.0点 11.5点 11.0点 10.5点 10点～

29.8％ 19.1％ 21.3％ 4.3％ 4.3％ 6.4％ 2.1％ 2.1％ 2.1％ 2.1％ 6.4％

(4)第１～３回の評価分布の比較（縦軸…人数割合％，横軸…回数）

２回目は，１回目に比べ高い評価を得たいという生徒の意欲が強くなり，全体の50％以上が満点

であった。３回目が２回目よりも満点の割合が減少したのは，レポート作成のレベルが全体的に向

上し，教員側の評価を厳しくしたためである。

７ レポート作成指導に関するアンケート結果からの分析

事前と事後に行った同様のアンケートを基に，生徒の意識の変化を分析した。

(1) 成果

ア 質問１と２の結果から，８割以上の生徒が，レポート指導の前後で変わらずに食品と健康に

関することを学ぶことは好きであり，生活に役立つと答えている。

イ 質問４の結果から，８割の生徒が，作文や小論文などの文章を書くことは好きではなく，苦

手としていた。しかし，今回のレポート作成の授業を通して変化が見られた。レポートの課題

に対して，自分の立てた目標を達成するためには，①筋道を立てること， ②結論を導き出すに

は文章を的確に書かなければいけないことに気付いたようである。

ウ 質問６では，７割近くの生徒が，調べ学習を基に体験したりすることが好きであると答えて

いる。そして，今回のレポート作成学習をきっかけに８割まで人数が増えた。調べたことがす

第１～３回の評価分布の比較
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ぐに生活に反映される学習は，楽しいと感じ，意欲的に授業に取り組めることが分かった。

エ 質問11と12の結果から，レポート作成指導を実施する前はグループで相談し，話し合う方が

レポート作成を進めるに当たって効率的だと答えていた。しかし，指導を始めてからは，一人

でじっくり考えてレポートの構成を考える方が効率的だ，と考える生徒が増えるなどの変化が

見られた。

(2) 気付いたこと

ア 質問７では，調べ学習の資料として，指導の前後で変わらず，９割以上の生徒がインターネッ

トを利用している。読解力を高める授業には，自分で調べた資料が常に手元にあることが必要で

ある。

イ 質問11と12の質問を比較すると，レポート作成は自分一人よりもグループで考えた方が効率的

であると考えていることが分かった。訓練不足や読書量不足（語彙不足）などが原因で，自分

の考えたことを的確に文章化できないため，取り掛かるまでに時間がかかるからである。しか

し，自信のない生徒には，グループで考えることで，時間がかかっても前向きに取り組めてい

た。

ウ 質問12では，レポート作成に対して，指導後は一人で考えることが効率的であると答えている

生徒が少し増加した。それは，回数を重ねるごとに読む力，判断する力，読解力が養われたから

である。

エ レポート作成を通して，読解力を向上させるには，教師とのコミュニケーションが必要である

ことが分かった。それは，質問13の結果から，指導後は確実に疑問点などを教員に質問してレ

ポートの構成を進めた生徒の方が，内容が深いものとなっていたからである。

オ 質問14の結果から，レポート作成指導を実施してからは，達成感をとても感じる生徒が増加し，

達成感を全く感じない生徒がいなくなった。それは，興味のある課題に対して，自分の考えを

頭の中で整理し，自分のペースで的確な言葉を探しながら取り組むことを楽しいと感じている

からである。

８ おわりに

生徒一人一人が各自の理解と力で与えられた課題に取り組む授業は，机間指導を通して，生徒との

コミュニケーションをとることが大切であることを実感した。生徒は，課題に対して様々な疑問や不

安を抱き，適した答えを導き出すには相当な時間がかかる場合がほとんどである。それに対し，教師

側の姿勢としては，それらの疑問や不安の一つ一つに対して対応することを積み重ね，解決までのプ

ロセスにかかわることが必要である。こうしたことが生徒の「学びたい」，「知りたい」，「評価さ

れたい」という意欲を喚起することになり，読解力の向上につながる。なぜなら，意欲のない学習に

は何の進歩もあり得ないからである。ただ，机間指導を決められた時間内で実践することに限界があ

るため，個々のレベルに合った少人数制の授業を状況に合わせて実施する必要がある。今後，各自の

レポートを基にプレゼンテーションを実施し，「食」に関する簡単な実験なども実施するなどの工夫

をすることで，更に読解力向上に努めていきたい。


